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の浸透していない中国では、ある年代以上の人々にとってこの日はクリスマスよりよほど深く記憶に焼きついた日付である。二〇〇八年のその日、私は客員研究員と 滞在していた北京 研究所の同僚 「今日は毛沢東の誕生日なので皆で食事をするが、来ないか」 誘われた。私にはこの集まりの趣旨がピンと来なかったが、面白そうなので行くことにした。 お、現在この日は祝 でないが各地で記念イベ トが開催され る　
場所は研究所内にある、来客時によく使うレス








おり、農村は都市経済、工業化を支えるための食糧供給基地と位置付けられていた。人の移動も厳しく制限されており、外国との交流もほぼ断絶していた。農業集団化の失敗により農村経済は疲弊し、非常に貧しかった いわれる。農村出身者が他の地域へ移動するには、軍隊に入るか進学するなどして都市で職を得 以外ルートはなかった。現在でも中国の地域間の経済格差は大きいが 当時は生まれた場所によって一生の大部分が決まといっても過言ではなかった である。　
周知のごとく改革解放後の中国は急速な経済発
展を遂げ、体制の変化は多くの人 新 い機会をもたらした。関連して、国内外でヒット作を続々と発表している映画監督の馮小剛による「公平さについて（原語は『 於公平』 ） 」という中国版ツイッターの投稿を紹介したい。　「私は『機会』は公平に与えられるべきだが、 『結果』の平等を求め はならないと思う。私は映画
学院どころか大学すら出ていない。昔なら映画学院を卒業せずに映画監督になりたいなんて、せいぜい酔っ払いの戯言に過ぎなかった。幸い改革期に巡り合わせ、映画界は門戸を開き私にメガホンをとる機会を与えてくれた。これは『機会』の平等である。一方で私は『結果』の平等は決して望まない。仮 二人の職人がいたら、良い仕事をした方が飯に りつけるのは当然だ。腕が良い者とそうでない者、働き者と怠け者 パンを半分ずつに分け合う、これこそ『不公平』じゃないか？」　
この投稿はネットユーザーから喝采を浴びた。
中国社会にはコネや汚職などの 条理が蔓延していることがしばしば指摘さ る。だが一方で、馮監督のように与えられた機会に一心 応えようとする人々がおり、彼らの能力と努力 率直に評価する土壌も確かに存在 ていることを見落としてはならない。人々の豊かさへ 情熱 が中国経済をここまで発展させたことは間違いないだろう。と いえ、もし毛沢東が現 のやや極端 競争社会と広がり続け 格差を見 ら、一体何と言うだろ か。　
冒頭の話に戻る。宴も終わりに近づいた ろ、
Ｘ先生は東北人特有の豪快で明 い調子で以下のように話を締めくくった。 「あの頃私たちは社会主義で世界中の貧しい人々を救えると信じていたけど、実は自分達が世界で最も貧しいという事実を知らなかったのよね」 。Ｌ先生も、当時まだ生まれていなかったＳ と私も、一緒に笑った。三十数年前の毛主席の命日には、二人と この日のことについて笑い合える時代が来るとは思っていなかったに違いない。しかも外国人の私と一緒に、食卓を囲みながら。
やまだ　ななえ／アジア経済研究所　環境・資源研究グループ
専門分野は中国の農業・農村経済。特に農村における共有資源
管理、ガバナンス問題に関心がある。
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